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市の人口と予算
（　）内は前月比／前年同月比人口・世帯

予算

合計
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女
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一 般 会 計
特別・企業会計
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280
130
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169

2,964
1,387
1,577
1,953
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〈3月1日現在〉

受け入れできない樹木

【おおたかの森出張所　休日窓口開設と臨時休業のお知らせ】事務繁忙期に伴い「おおたかの森出張所」では、3月28日㈰と4月4日㈰の10時〜18時に
休日窓口を開設します。なお、3月20日と4月17日の土曜はシステムメンテナンスのため臨時休業します。
　問 市民課☎7150-6075／おおたかの森出張所☎7154-0333

　

森
の
ま
ち
エ
コ
セ
ン
タ
ー
は
、

剪
定
枝
を
資
源
化
す
る
施
設

と
、
し
尿
と
浄
化
槽
汚
泥

を
処
理
す
る
施
設
か
ら
構

成
さ
れ
る
有
機
性
廃
棄
物

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
施
設
で

す
。

　

家
庭
か
ら
出
る
剪
定
枝
を

無
料
（
事
業
者
は
有
料
）
で

持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
、
集
め

ら
れ
た
剪
定
枝
で
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

な
ど
に
使
用
で
き
る
堆
肥
や
チ
ッ
プ
を

作
り
ま
す
。
作
ら
れ
た
堆
肥
や
チ
ッ
プ

は
、
し
ば
ら
く
の
間
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
剪
定
枝
は
「
燃
や
す
ご
み
」

と
し
て
処
理
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
に

森
の
ま
ち
エ
コ
セ
ン
タ
ー
に
直
接
持
ち

込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

剪
定
枝
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
、

ご
み
焼
却
量
や
焼
却
時
の
Ｃ
Ｏ
２

の
発

生
量
を
削
減
し
ま
す
。
ま
た
、
で
き
た

堆
肥
や
チ
ッ
プ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
み
ど
り
の
循
環
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

森
の
ま
ち
エ
コ
セ
ン
タ
ー
が
4
月
1
日
オ
ー
プ
ン

剪
定
枝
で
「
み
ど
り
の
リ
サ
イ
ク
ル
」

14ごみ減量資源化
シリーズ

　

４
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る

『
森
の
ま
ち
エ
コ
セ
ン
タ
ー
』
で

は
、
市
内
の
家
庭
や
公
園
な
ど
か

ら
発
生
す
る
剪
定
枝
を
、
堆
肥

化
・
チ
ッ
プ
化
し
て
有
効
利
用
で

き
る
資
源
を
作
り
ま
す
。

　

現
在
、
燃
や
す
ご
み
と
し
て
焼

却
さ
れ
て
い
る
剪
定
枝
が
生
ま
れ

変
わ
る
こ
の
施
設
で
、
皆
さ
ん
も

み
ど
り
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
始
め
ま

せ
ん
か
。

　
問
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

☎
7
1
5
7

－

8
2
5
0

ごみ収集曜日カレンダーを配布
　平成22年度版「ごみ収集曜日カレンダー」を今月17日
から自治会を通じて配布します。また、各出張所・公民館
の窓口でも受け取れるほか、市ホームページからもダウン
ロードできます。
　問クリーン推進課☎7157－7411

ガソリンスタンド

運河駅

至梅郷駅

至江戸川台駅

森の図書館
東深井地区公園

剪定枝資源化棟

し尿処理棟

剪定枝
受付
剪定枝
受付

施設案内図

県道松戸野田線

入口

場所：こうのす台1594番地
（旧清美園）

種類 理由
キョウチクトウ、アセビ、イチ
イ、そのほか毒性を有する樹木

毒素があり、堆肥化、チップ化に適さ
ないため。

ウルシ かぶれ物質があり、堆肥化、チップ化
に適さないため。

笹、竹、シュロの木 微生物による分解が難しく、醗酵を抑
制してしまうため。

草、落ち葉、樹木の根、腐食し
た樹木

混入する砂、石、金属片などにより、
機械の故障の原因となるため。

※剪定枝を縛ってきたひもなどは取り除いて持ち帰りください

午前8時30分〜 11時40分、午後1時〜 3時40分
（月曜〜土曜）

市民は無料。事業者は10kg当たり105円（消費税込み）
です。※グリーンチェーン認定を受けたものは無料

受け入れ
時間

処理
手数料

太さ：20cm

長さ：2m

・市内で発生した、剪定枝
に限ります
・長さ2m以下、太さ20cm
以下（葉やトゲなどがつい
ていても大丈夫です）

受け入れ
できるもの

堆肥やチップの配布・利用方法
　堆肥やチップは、市民の皆さんにしばらくの間、無料で差
し上げます（ただし、剪定枝が堆肥になるまでは約６カ月間
かかりますので、当初は量が少ない場合があります）。
　堆肥は、土壌改良材として、チップは雑草の発生を抑える
ことや、地温の安定などガーデニングのマルチング材として
利用することができます。

Qこれまでと何が変わるの？
A剪定枝は、集積所に燃やすごみとして出していますが、新た
に森のまちエコセンターに直接持ち込むことができるようにな
ります。

Q剪定枝は、燃やすごみとして出してはいけないの？
Aこれまでと同じように燃やすごみとして集積所に出すことも
できます。この場合は、長さ50㎝以下、太さ10㎝以下のもの
をひとかかえ程度にひもで束ねてください。1回当たり3束ま
でが目安です。

左はし尿処理棟、右が剪定枝資源化棟

庭木のお手入れで出
た剪定枝を森のまち
エコセンターへ
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だれもが安心して暮らせるまちへ
　

新
年
度
は
、
昨
年
４
月
に
施
行

し
た
、「
流
山
市
自
治
基
本
条
例
」

の
精
神
に
基
づ
き
、
市
民
自
治
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
年
で
す
。

ま
た
今
後
10
年
の
自
治
体
経
営
の

方
針
を
示
す
「
流
山
市
総
合
計
画

に
お
け
る
後
期
基
本
計
画
」
の
初

年
度
と
な
る
重
要
な
年
で
す
。

　

経
済
不
況
の
影
響
は
、
本
市
の

平
成
22
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て

も
極
め
て
厳
し
い
影
響
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。
歳
入
の
大
部
分
を

占
め
る
市
税
収
入
は
、
市
民
税
が

過
去
最
大
と
な
る
６
億
２
千
万
円

の
減
収
で
、
本
市
に
と
り
ま
し
て
、

極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
る

こ
と
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
区
画
整
理
事

業
や
都
市
計
画
道
路
、
下
水
道
な

ど
の
都
市
基
盤
の
整
備
に
お
い
て
、

ま
た
市
民
生
活
面
で
も
、
生
活
保

護
費
の
増
大
や
、
国
民
健
康
保
険

制
度
に
対
す
る
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
出
し
の
増
加
等
、
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
数
多
く

あ
り
ま
す
。

　

地
域
主
権
型
社
会
の
時
代
に
対

応
で
き
る
、
住
民
に
最
も
身
近
な

自
立
し
た
基
礎
自
治
体
と
な
る
た

め
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
第
一
に
「
自

治
基
本
条
例
の
理
念
の
具
現
化
」

で
す
。
特
に
本
市
で
は
、
自
治
基

本
条
例
と
同
時
に
、
流
山
市
議

会
に
お
い
て
も
、「
流
山
市
議
会

基
本
条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

「
流
山
市
自
治
基
本
条
例
」
の
基

本
理
念
に
基
づ
い
た
行
政
制
度
の

整
備
と
し
て
、
新
年
度
は
、
市
政

へ
の
市
民
参
加
と
協
働
の
基
盤
を

つ
く
る
た
め
「
市
民
参
加
条
例
」

の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。　

　

ま
た
、
本
市
初
の
取
り
組
み

と
し
て
、
モ
デ
ル
地
区
に
「
地
域

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
を
設
置
し
、

市
民
参
加
の
推
進
に
向
け
た
検
証

を
行
い
ま
す
。

　

第
二
に
、「
財
政
基
盤
の
強
化
」

で
す
。
自
立
し
た
基
礎
自
治
体
の

確
立
に
向
け
て
、
財
政
基
盤
の
強

化
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

歳
入
増
を
図
る
た
め
に
、
住
民

誘
致
や
企
業
誘
致
を
さ
ら
に
進
め

る
と
と
も
に
、
市
税
、
国
保
料
等

の
未
集
金
の
回
収
に
全
力
を
挙
げ

平
成
22
年
度
の
流
山
市
の
方
針

笑
顔
あ
ふ
れ
る
未
来
に
向
け
て
の
挑
戦

都
市
基
盤
の
整
備

ぐ
り
ー
ん
バ
ス
の
運
行

　

平
成
22
年
１
月
９
日
に
利
用
者

累
計
１
６
０
万
人
達
成
。
平
成
22

年
３
月
に
は
、「
野
々
下
・
八
木
南

団
地
循
環
ル
ー
ト
」
を
新
設
、
全

６
ル
ー
ト
で
運
行
。

浸
水
被
害
の
解
消

　

公
共
下
水
道
雨
水
計
画
に
基
づ

き
、
野
々
下
１
号
雨
水
幹
線
の
整

備
（
Ｈ
21
～
25
年
度
の
5
か
年
事

業
）
で
下
流
部
２
０
５
メ
ー
ト
ル

を
工
事
、
ま
た
、
新
東
谷
調
整
池

の
整
備
（
Ｈ
21
・
22
年
度
継
続
事

業
）
で
は
遮
水
工
事
と
基
礎
工
事

を
実
施
。

生
活
環
境
の
整
備

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
を
建
設

　

公
募
に
よ
り
愛
称
が
「
森
の
ま

ち
エ
コ
セ
ン
タ
ー
」
に
決
定
し
て
、

４
月
１
日
か
ら
稼
働
開
始
。

流
山
低
炭
素
ま
ち
づ
く
り
研
究
セ

ン
タ
ー
を
設
置

　

江
戸
川
大
学
と
の
協
働
に
よ
り

「
流
山
低
炭
素
ま
ち
づ
く
り
研
究

セ
ン
タ
ー
」
を
大
学
内
に
設
置
し
、

一
般
家
庭
を
中
心
に
二
酸
化
炭
素

排
出
量
の
よ
り
効
果
的
な
削
減
へ

向
け
た
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
。

消
防
・
救
急
車
両
を
整
備

　

中
央
消
防
署
に
普
通
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
、
南
消
防
署
に
水
槽
付

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
、
東
消
防
署

に
高
規
格
救
急
自
動
車
を
更
新
配

備
、
同
じ
く
消
防
団
第
９
分
団
と

第
15
分
団
に
も
新
車
両
を
配
備
。

教
育
・
文
化
の
充
実
向
上

小
・
中
学
校
学
校
建
物
の
耐
震
改

修
　

八
木
南
小
、
西
初
石
小
、
新
川

小
、
長
崎
小
、
西
深
井
小
お
よ
び

八
木
中
で
校
舎
な
ど
の
耐
震
補
強

ト
イ
レ
改
造
を
含
む
大
規
模
改
造

工
事
を
実
施
。

ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ー
ル
ド
を
整
備

　

流
山
お
お
た
か
の
森
高
校
西
側

に
、
少
年
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
な
ど
多
彩
な

ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
「
お
お
た

か
の
森
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ー
ル
ド
」

を
整
備
、
４
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
。

「
星
野
富
弘　

花
の
詩
画
展
流

山
」
を
開
催

　

全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
感
動

を
呼
ん
で
い
る
、
星
野
富
弘
さ

ん
の
詩
画
展
を
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
開
催
。
お
よ
そ
１
カ
月
の

開
催
期
間
中
に
、
市
内
外
か
ら
約

１
万
２
５
０
０
人
の
方
々
が
来
場
。

市
民
福
祉
の
充
実

学
童
ク
ラ
ブ
の
施
設
を
整
備

　

３
月
末
に
八
木
北
小
学
校
区
の

学
童
ク
ラ
ブ
を
、
旧
美
田
保
育
所

跡
地
に
移
転
し
ま
す
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を
拡
大

　

保
護
者
の
負
担
の
大
き
い
入
院

に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て
、
昨
年

８
月
か
ら
対
象
年
齢
を
「
小
学
校

就
学
前
」
か
ら
「
小
学
校
６
年
生

ま
で
」
に
拡
大
。

平
成
21
年
度
に
行
っ
た
主
な
事
業

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、

私
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
を

守
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
全
力
を
尽

く
し
て
い
く
こ
と
が
、
私
に
課
せ

ら
れ
た
一
番
重
要
な
責
務
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
明
る
い
兆
し
も
見
え
て

き
ま
し
た
。
Ｔ
Ｘ
の
開
通
を
契
機

に
、
区
画
整
理
事
業
や
、
ぐ
り
ー

ん
バ
ス
に
よ
る
交
通
網
の
整
備

な
ど
で
、
人
の
流
れ
が
大
き
く
変

わ
り
生
活
し
や
す
い
ま
ち
と
し

て
、
平
成
17
年
８
月
以
降
の
４
年

半
で
約
１
万
人
の
人
口
増
と
な
り

ま
し
た
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、

全
国
的
な
高
齢
化
の
流
れ
に
反
し
、

本
市
で
は
長
年
最
多
だ
っ
た
60
歳

か
ら
64
歳
の
人
口
を
、
35
歳
か
ら

39
歳
、
30
歳
か
ら
34
歳
の
子
育
て

世
代
が
上
回
っ
た
こ
と
で
す
。
本

市
の
人
口
構
造
の
変
化
は
、
ま
ち

が
活
性
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
の

証
し
で
す
。

　

ま
た
、
自
治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
市

民
団
体
の
活
動
が
本
市
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
経
済
界
に

お
い
て
も
流
山
商
工
会
議
所
が
創

立
さ
れ
る
な
ど
の
新
た
な
動
き
が

出
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
新
た
な
鼓
動
を
さ

ら
に
大
き
く
し
て
い
く
た
め
に
、

平
成
22
年
度
の
経
営
方
針
に
次
の

３
つ
の
挑
戦
を
掲
げ
、
流
山
市
を

前
進
さ
せ
ま
す
。

挑
戦
１
．「
地
域
主
権
型
社
会
づ
く
り
」

本
市
の
現
状
認
識
と
変
化
の
兆
し

ま
す
。

　

加
え
て
、
こ
れ
ま
で
、
行
っ
て

き
た
行
財
政
改
革
の
手
綱
を
緩
め

る
こ
と
な
く
、
効
果
の
高
い
行
財

政
改
革
を
進
め
、
さ
ら
な
る
行
政

の
効
率
化
を
追
求
し
ま
す
。

所信を述べる井崎市長

　2月18日に平成22年流山市議会第１
回定例会が開会され、その冒頭、井崎
市長は平成22年度の施政方針として、
本市の経営方針や主要事業などを示し
ました。今回はこのうち、新年度に向
けた基本的な考え方についてその概要
を紹介します。なお、主要事業につい
ては、4月1日発行の特集号「ことしは、
これをやります。」でお知らせします。

称賛の声が寄せられた星野富弘展

3月20日㈯に「流山市総合計画後期基本計画特集号」、4月1日㈭に「2010年度事業特集号」を発行する予定です。　問秘書広報課☎7150－6063

市民と協働で行われたサマーファンタジア2009
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だれもが安心して暮らせるまちへ

大
型
バ
ス
を
借
り
上
げ
高
齢
者
団

体
の
活
動
を
支
援

　

高
齢
者
団
体
等
が
、
研
修
旅

行
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

実
施
す
る
際
に
、
大
型
バ
ス
を
借

り
上
げ
て
活
動
を
支
援
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
に
約

60
団
体
以
上
が
利
用
。

産
業
の
振
興

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
を
支

援
　

流
山
市
商
工
会
が
実
施
し
た
、

15
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

の
発
行
を
支
援
。
昨
年
５
月
と
12

月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
万
セ
ッ
ト
販

売
さ
れ
た
同
商
品
券
は
、
い
ず
れ

も
発
売
後
数
日
で
完
売
と
な
る
人

気
で
し
た
。

エ
コ
農
業
を
推
進

　

害
虫
を
誘
引
補
殺
す
る
性
フ
ェ

ロ
モ
ン
剤
の
導
入
を
支
援
し
、
農

薬
の
使
用
を
減
ら
し
た
エ
コ
農
業

を
推
進
し
ま
し
た
。
ま
た
、
有
機

農
業
を
推
進
す
る
た
め
、
堆
肥
の

導
入
を
支
援
。

行
政
の
充
実

新
第
２
庁
舎
を
建
設

　

耐
震
指
標
値
を
下
回
っ
て
い
る

市
役
所
第
２
庁
舎
を
建
て
替
え
ま

し
た
（
５
面
に
関
連
記
事
あ
り
）。

財
政
白
書
を
作
成

　

市
の
各
種
財
政
状
況
を
よ
り
分

か
り
や
す
く
開
示
す
る
た
め
、
新

た
に
「
財
政
白
書
」
を
作
成
。
各

公
共
施
設
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

流
山
市
公
金
等
適
正
管
理
検

討
委
員
会
か
ら
の
「
公
金
等

の
適
正
管
理
に
関
す
る
検
討

結
果
報
告
書
」
の
提
出

　

平
成
21
年
10
月
、
職
員
に
よ
る

公
金
横
領
事
件
が
発
生
し
た
た
め
、

公
金
等
の
適
正
な
管
理
体
制
確

立
の
方
策
を
同
委
員
会
に
諮
問
し

ま
し
た
。
こ
の
度
、
そ
の
検
討
結

果
の
報
告
書
と
、
公
金
等
適
正
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
提
出
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
今
後
は
、
横
領
事
件
等

の
発
生
防
止
の
た
め
、
公
金
等
の

保
管
点
検
な
ど
の
徹
底
と
、
職
員

の
意
識
を
改
革
す
る
こ
と
に
よ
り
、

公
金
等
の
適
正
な
管
理
体
制
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

流
山
商
工
会
議
所
の
創
立

　

2
月
4
日
、
文
化
会
館
で
、
流

山
商
工
会
議
所
創
立
総
会
が
開
か

れ
、
定
款
や
平
成
22
年
度
事
業
計

画
案
な
ど
の
創
立
に
関
連
す
る
議

案
が
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
経
済
産
業
大
臣
へ
の

設
立
認
可
申
請
を
経
て
、
本
年
4

月
1
日
か
ら
事
業
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。

国
際
姉
妹
都
市
市
民
協
議

会
か
ら
の
報
告
書
の
提
出

　

５
回
の
協
議
が
行
わ
れ
、
本
市

の
国
際
姉
妹
都
市
に
係
る
こ
れ
ま

で
の
検
討
経
過
、
他
市
に
お
け
る

実
態
、
姉
妹
都
市
締
結
に
当
た
っ

て
の
課
題
と
そ
の
解
決
策
等
に
つ

い
て
協
議
し
て
き
ま
し
た
。

　

２
月
15
日
に
、
同
協
議
会
か
ら

「
国
際
姉
妹
都
市
の
あ
り
方
に
つ

い
て
」
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
、
庁
内
に
国
際
姉
妹

都
市
を
検
討
す
る
た
め
の
組
織
を

立
ち
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

行
政
連
絡
員
制
度
の
廃
止

　

昨
年
４
月
の
自
治
基
本
条
例
の

施
行
な
ど
市
民
等
と
の
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
が
進
む
中
、
平
成
22
年

１
月
19
日
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
審

議
会
か
ら
「
行
政
連
絡
員
制
度
の

あ
り
方
に
つ
い
て
」
の
建
議
が
あ

り
、
社
会
情
勢
の
変
化
か
ら
本
制

度
の
歴
史
的
使
命
は
終
え
た
と
判

断
し
、
本
年
度
を
も
っ
て
流
山
市

行
政
連
絡
員
制
度
を
廃
止
し
ま
す
。

昭
和
42
年
に
設
置
以
来
、
市
政
の

進
展
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
行
政
連
絡
員
の
皆

さ
ま
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

永
く
住
み
続
け
る
価
値
の
あ
る

ま
ち
か
否
か
、
ま
た
移
り
住
む
に

値
す
る
ま
ち
か
否
か
と
い
う
視
点

で
、
住
民
が
自
治
体
を
選
別
す
る

時
代
と
な
り
、
今
後
一
層
、
本
市

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
充

実
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち

に
自
信
を
持
っ
て
引
き
継
げ
る
流

山
市
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

な
役
割
で
あ
り
、
末
永
く
発
展
し

続
け
る
流
山
を
創
造
す
る
た
め
の

新
た
な
布
石
を
一
つ
ひ
と
つ
打
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
第
一
に
、「
良
質
な
住

環
境
の
整
備
」
で
す
。
こ
れ
か
ら
、

日
本
で
は
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
減
少
が
加
速
す
る
た
め
、
不
動

産
市
場
に
お
い
て
は
、
高
く
て
も

売
れ
る
地
域
と
安
く
し
て
も
売
れ

な
い
地
域
の
二
極
化
が
進
む
と
考

え
ま
す
。
Ｔ
Ｘ
の
開
通
に
よ
る
開

発
圧
力
が
強
い
今
こ
そ
、
良
質
な

住
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
を
誘
導
す

挑
戦
２
．「
未
来
に
向
け
て
よ
り
高
い
社
会
経
済
価
値
の
創
造
」

一
般
報
告

　

定
例
会
冒
頭
の
施
政
方
針
に
引
き
続
き
、
井
崎
市
長
は「
実
施

計
画
の
策
定
状
況
」「
国
際
姉
妹
都
市
市
民
協
議
会
か
ら
の
報
告

書
の
提
出
」「
赤
ち
ゃ
ん
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
」「
流
山
市
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
整
備
」

な
ど
22
項
目
に
つ
い
て
市
政
の
一
般
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
の
う
ち
主
な
も
の
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

以
下
の
17
項
目
に
つ
い
て
も
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

▽
実
施
計
画
の
策
定
状
況
▽
第

19
回
国
勢
調
査
▽
流
山
市
第
２
次

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
▽
平
成
22

年
４
月
１
日
に
お
け
る
課
名
等
の

変
更
▽
新
第
２
庁
舎
建
設
の
進

捗
状
況
等
▽
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
平
成
22
年
度
及
び
平
成
23

年
度
新
保
険
料
▽
赤
ち
ゃ
ん
ほ
っ

と
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
▽
流
山
市
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
等
▽

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
の
進
捗

状
況
▽
都
市
計
画
道
路
３
・
１
・
１

号
線
及
び
運
動
公
園
周
辺
地
区
の

用
途
地
域
等
の
変
更
▽
ぐ
り
ー
ん

バ
ス
新
規
導
入
▽
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
沿
線
整
備
事
業
の
進
捗
状

況
▽
（
仮
）
東
深
井
（
運
河
駅
周

辺
）
市
街
地
整
備
事
業
の
進
捗
状

況
▽
主
要
地
方
道
松
戸
野
田
線
の

移
管
▽
江
戸
川
新
橋
道
路
▽
新
市

街
地
地
区
に
お
け
る
小
中
学
校
の

建
設
▽
お
お
た
か
の
森
ス
ポ
ー
ツ

フ
ィ
ー
ル
ド
▽
水
道
料
金
の
減
免

に
関
す
る
規
程
の
制
定

長蛇の列ができた販売会場

豊かな自然が残る市野谷の森4月から商工会議所に移行

建議書を手渡す相川征治コミュニティ審議会長

る
好
機
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

第
二
に
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活

動
の
さ
ら
な
る
推
進
」で
す
。マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
と
し
て
、
地
域

経
済
力
を
高
め
る
た
め
の
住
民
と

企
業
の
誘
致
に
向
け
て
、
本
市
の

も
つ
交
通
の
利
便
性
や
自
然
環
境

と
と
も
に
、
付
加
価
値
を
高
め
る

各
種
施
策
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦

略
に
沿
っ
て
発
信
し
ま
す
。

　

特
に
新
年
度
は
、
住
民
誘
致
と

と
も
に
、
企
業
誘
致
を
鋭
意
進
め

る
ほ
か
、
Ｔ
Ｘ
の
東
京
駅
の
延
伸

を
、
関
係
機
関
や
首
都
圏
新
都
市

鉄
道
株
式
会
社
に
強
く
要
望
し
ま

す
。

　

第
三
は
、「
地
球
温
暖
化
へ
の
取

り
組
み
」
で
す
。
将
来
に
向
け
て

長
期
的
な
対
応
が
必
要
と
な
る

「
地
球
温
暖
化
」
の
問
題
も
重
要

な
課
題
で
す
。
「
低
炭
素
都
市
な

が
れ
や
ま
」
の
実
現
に
向
け
策
定

し
た
「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
」
が
、
実
施
段
階
に
入
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
「
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
源
倍

増
計
画
」
と
し
て
街
路
樹
や
公
園
、

緑
地
、
水
辺
等
の
整
備
を
図
り
た

い
と
考
え
ま
す
。

　
「
長
寿
・
人
口
減
少
社
会
の
到

来
」「
深
刻
化
す
る
地
球
温
暖
化
の

問
題
」「
地
方
分
権
の
進
展
」
を
時

代
の
潮
流
と
し
て
捉
え
て
、
こ
の

対
応
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
解
決
に
は
、
今
後
の
十

年
間
に
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
ど
れ

だ
け
早
く
、
ま
た
真
剣
に
対
応
す

る
か
に
か
か
っ
て
お
り
、
21
世
紀

に
お
け
る
健
全
な
流
山
の
形
を
つ

く
る
重
要
な
時
期
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
時
代
の
潮
流

へ
の
対
応
に
向
け
「
後
期
基
本
計

画
」
を
市
民
自
治
、
市
民
協
働
の

も
と
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

挑
戦
３
．「
時
代
の
潮
流
へ
の
適
切
な
対
応
」
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公
共
下
水
道
を
使
用
で
き
る
区

域
が
新
た
に
広
が
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
お
住
ま
い
の
区
域
が
新

た
な
公
共
下
水
道
供
用
開
始
区
域

か
ど
う
か
確
認
を
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
今
月
16
日
か
ら
縦
覧
を
行

い
ま
す
。

　

供
用
開
始
区
域
に
な
る
と
、
1

年
以
内
（
汲
み
取
り
ト
イ
レ
は
3

年
以
内
）
に
公
共
下
水
道
に
接
続

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
公
共
下
水
道
の
役
割
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
早
め
の
接
続
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替
え
工

事
の
助
成
制
度
と
し
て
、「
水
洗
便

所
融
資
あ
っ
せ
ん
及
び
利
子
補
給

制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
工
事
は

市
指
定
下
水
道
工
事
店
し
か
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

▽
縦
覧
期
間
＝
3
月
16
日
㈫
～

30
日
㈫
※
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除

く
▽
縦
覧
時
間
＝
8
時
30
分
～
17

時
15
分
▽
縦
覧
場
所
＝
下
水
道
業

務
課

　

※
既
に
供
用
開
始
区
域
に
お
住

ま
い
の
方
は
、
早
め
に
公
共
下
水

道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す

【
3
月
31
日
供
用
開
始
区
域
】

　

大
字
東
深
井
字
大
橋
・
字
中

ノ
坪
、
西
初
石
1
・
2
・
4
丁

目
、
大
字
西
平
井
字
堂
面
・
字
柳

田
、
松
ヶ
丘
4
・
5
丁
目
、
名
都

借
字
赤
堀
ケ
・
字
東
前
・
字
新
堤
・

字
笹
堤
・
字
別
当
内
・
字
五
枚
畑
、

野
々
下
3
・
4
・
5
丁
目
、
前
ヶ

崎
字
九
反
歩
・
字
仲
荒
、
向
小
金

2
丁
目
、
東
初
石
3
丁
目
、
駒
木

字
駒
木
橋
上
の
各
一
部
の
区
域

【
4
月
1
日
供
用
開
始
区
域
】

　

後
平
井
字
水
深
・
字
東
割
・
字

仲
通
、
西
初
石
3
丁
目
の
各
一
部

の
区
域

　

問
下
水
道
業
務
課

☎
7
1
5
0

－

6
0
9
6

公
共
下
水
道
供
用
開
始
区
域
の
お
知
ら
せ
と
縦
覧

お
住
ま
い
の
区
域
の
確
認
を

　
「
固
定
資
産
課
税
台
帳
」
の
閲

覧
は
、
自
己
所
有
の
固
定
資
産
の

課
税
内
容
を
確
認
す
る
上
で
大
変

重
要
な
も
の
で
す
。
特
に
、
昨
年

中
に
土
地
や
家
屋
の
所
有
権
移
転

（
売
買
、
相
続
、
贈
与
な
ど
）
や

家
屋
の
新
・
増
築
、
取
り
壊
し
な

ど
を
し
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
機

会
に
所
有
物
件
の
課
税
状
況
を
確

認
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

  

「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
土

地
の
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地

積
、
評
価
額
を
記
載
）」
お
よ
び

「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
家
屋

の
所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構

造
、
床
面
積
、
評
価
額
を
記
載
）」

の
縦
覧
で
は
、
自
己
所
有
以
外
の

土
地
や
家
屋
の
価
格
（
評
価
額
）

を
縦
覧
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
課
税
資
産
の
明
細
書
を
送
付
】

    

市
で
は
、
税
の
信
頼
性
確
保
と

課
税
誤
り
の
防
止
の
た
め
、
固
定

資
産
税
の
納
税
通
知
書
に
、
固
定

資
産
課
税
台
帳
と
同
じ
内
容
の
課

税
資
産
の
明
細
書
を
添
付
し
て
い

ま
す
。
平
成
22
年
度
の
納
税
通
知

書
（
4
月
2
日
発
送
予
定
）
が
送

付
さ
れ
た
ら
、
再
度
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

 　

問
資
産
税
課

☎
7
1
5
0

－

6
0
7
4

固
定
資
産
課
税
台
帳
な
ど
の
閲
覧
・
縦
覧

４
月
１
日
か
ら
資
産
税
課
で

固定資産課税台帳の閲覧 土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧

期 間 4月1日〜翌年の3月31日
※土・日曜、祝日、年末年始を除く

4月1日㈭〜 30日㈮
※土・日曜、祝日を除く

受付時間 8時30分〜17時15分
場 所 資産税課

確 認 で
き る 方

①納税義務者②納税義務者から委
任を受けた方（同居の親族、納税
管理人、代理人）③借地・借家人

①納税者②納税者から委任を受
けた方（同居の親族、納税管理人、
代理人）

手 数 料 300円※ただし、4月1日〜 30日は無
料（借地・借家人を除く） 無料

※�閲覧・縦覧の際は、｢身分を証明できるもの｣、｢納税通知書（代理人の場合は委任状、
借地・借家人の場合は賃貸借契約書が必要）｣ などを持参してください

生ごみ処理器の
購入補助金が
変わります！

防災行政無線の設備を更新
全国瞬時警報システムと連動し緊急地震速報も

　市では国庫補助制度を活用して、市防災行政無線の更新
整備を進めています。今年度、昭和62年に設置した親機（操
作卓）と既存子局5基の機器を更新するとともに屋外子局を6
基新設しました。また、全国瞬時警報システム（J-ALERT）と
市防災行政無線を連携させたことから、市域に緊急地震速
報が発表された場合は、震度などに応じてお近くの防災行政
無線屋外子局から自動的に音声が流れます。ただし、震源が
近いなど揺れまでの時間が短い場合は、緊急地震速報が強
い揺れに間に合わなかったり、防災行政無線から音声が流れ
ないこともありますのでご注意ください。

全国瞬時警報システム（J-ALERT）とは
　このシステムは、大規模災害や有事関係など時間的余裕
のない緊急情報を、人工衛星を介して国が送信し、市の防
災行政無線を自動的に起動して警報を放送するものです。こ
れらの情報が放送された時は、テレビやラジオからの情報に
注意しながら身の安全を確保し、落ちついて行動しましょう。

　問安心安全課☎7150－6312

　平成22年4月1日申請分から、機械式生ごみ処
理器の補助限度額が2万円になります。なお、容
器式についての変更はありません。
　問リサイクル推進課☎7157－8250

≪変更点≫
現　行

（平成22年3月31日まで）

➡

改正後
（平成23年3月31日まで）

機
械
式

補助率 2分の1 2分の1

限度額 40,000円 20,000円
補 助
基 数

１世帯、3年
間で１基まで

１世帯、3年間で
１基まで

容
器
式

補助率 2分の1

変更なし限度額 6,000円

補 助
基 数

１世帯、3年
間で３基まで

ご注意
ください

今号に掲載の平成22年度事業については、市議会第1回定例会の議決を経て実施されるものです。

　

平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
予
算
、

各
特
別
会
計
お
よ
び
水
道
事
業
会

計
の
予
算
案
が
、
現
在
開
会
中
の

第
１
回
定
例
会
で
審
議
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

平
成
22
年
度
は
後
期
基
本
計
画

の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま
す
が
、

子
ど
も
手
当
な
ど
国
の
新
た
な
施

策
と
も
整
合
を
図
り
、
市
民
の
皆

さ
ま
が
よ
り
健
康
で
安
心
、
安
全

な
市
民
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
市

民
生
活
優
先
の
行
財
政
運
営
を
基

本
に
、
各
種
の
行
政
課
題
や
市
民

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
引
き
続

き
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
沿
線

整
備
関
連
事
業
を
は
じ
め
、
市
民

生
活
に
密
着
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

や
安
心
・
安
全
事
業
、
子
育
て
支

援
事
業
、
高
齢
者
生
き
が
い
事
業
、

健
康
増
進
事
業
、
環
境
関
連
事
業

の
堅
持
お
よ
び
拡
充
に
意
を
払
い

予
算
を
編
成
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
流
山
市
一
般
会
計

予
算
総
額
は
、
子
ど
も
手
当
に
よ

る
影
響
も
あ
り
前
年
度
に
比
較
し

て
14
億
２
４
０
０
万
円
、
３
・７
％

増
の
４
０
１
億
５
９
０
０
万
円
と

な
り
、
特
別
会
計
お
よ
び
水
道
事

業
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、

７
４
７
億
１
６
０
４
万
８
０
０
０

円
で
、
対
前
年
度
比
15
億
９
９
８

６
万
９
０
０
０
円
、
２
・
２
％
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

　

問
財
政
課

☎
７
１
５
０

－

６
０
７
１

新
年
度
予
算
案
を
審
議
中

一
般
会
計
予
算
総
額
前
年
度
比
３
・
７
％
増

一般会計予算

歳出
401億5,900万円

諸支出金 1千円
災害復旧費　9千円 
公債費
38億3,570万7千円

市税
223億1,475万8千円

分担金および負担金　5億2,759万6千円
使用料および手数料　5億7,424万4千円
繰 入 金　15億4,212万5千円
繰越金　6億円

その他　1億215万5千円
諸収入　5億1,199万1千円

一般会計予算

歳入
　　401億5,900万円

自主財源（65.2％）
261億7,286万9千円

依存財源（34.8％）
139億8,613万1千円

その他　1億6,600万円
市債　31億4,900万円
県支出金　22億489万4千円
国庫支出金　55億3,211万5千円

地方交付税　9億1,000万円
地方特例交付金　4億412万2千円
自動車取得税交付金　1億5,000万円
地方消費税交付金　11億円
地方譲与税　3億7,000万円

予備費 1億円
議会費 3億7,593万8千円

総務費
36億8,745万4千円

　　　民生費
143億8,773万5千円

衛生費　37億855万5千円
労働費　3,212万4千円
農林水産業費　1億8,941万6千円
商工費　3億2,522万2千円

土木費
58億202万3千円

消防費
18億8,397万3千円
教育費
58億3,084万3千円



▷日時＝6月20日㈯10時～16時　▷場所＝イトーヨーカドー流山店　▷献血のできる方＝16歳～69歳の健康な方（ただし、65歳以
上の方は60～64歳までに献血経験のある方）　※献血カードがある方はご持参ください　問保健センター☎7154－0331

第1206号　平成22年3月15日㈪市政情報5

献血にご協力を

　

こ
れ
ま
で
、
金
融
機
関
や
市
の

窓
口
で
納
付
い
た
だ
い
て
い
た
市

税
や
各
種
料
金
が
、
4
月
か
ら
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
支
払
え

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

【
納
付
で
き
る
市
税
・
料
金
】

　

市
・
県
民
税
（
普
通
徴
収
分
）、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）、
軽
自
動

車
税
、
国
民
健
康
保
険
料
（
普
通

徴
収
分
）、
介
護
保
険
料
（
普
通

徴
収
分
）、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
（
普
通
徴
収
分
）、
保
育
料

【
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
（
全
店
舗
）〈
50
音
順
〉】

　

エ
ー
エ
ム
・
ピ
ー
エ
ム
、
エ
ブ

リ
ワ
ン
、
く
ら
し
ハ
ウ
ス
、
コ

コ
ス
ト
ア
、
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
・
ス

ト
ア
、
サ
ー
ク
ル
K
、
サ
ン
ク
ス
、

ス
リ
ー
エ
イ
ト
、
ス
リ
ー
エ
フ
、

生
活
彩
家
、
セ
ー
ブ
オ
ン
、
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
、
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ

キ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
ポ
プ

ラ
、
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
、
ヤ
マ
ザ
キ

デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
ー
、
ロ
ー
ソ
ン

【
注
意
事
項
】

　

次
の
納
付
書
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
金
融
機
関
な

ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
1
枚
あ
た
り
30
万
円
を
超
え
る

納
付
書　

●
納
期
限
を
過
ぎ
た
納
付
書

●
傷
や
汚
れ
で
バ
ー
コ
ー
ド
が
読

み
取
れ
な
い
納
付
書

●
金
額
が
訂
正
さ
れ
た
納
付
書

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

付
で
き
る
の
は
、
平
成
22
年
4
月

以
降
に
賦
課
さ
れ
る
分
で
、
納
付

書
に
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
た

も
の
に
限
り
ま
す
。

　

問
行
政
改
革
推
進
課

☎
7
1
5
0

－

6
0
7
8

コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
4
月
か
ら
開
始

市
税
や
保
育
料
な
ど
が
納
付
で
き
る
よ
う
に

西平井・鰭ヶ崎地区区画整理事務所の
移転について

　西平井・鰭ヶ崎地区区画整理事務所は、市役所庁舎
の増改築工事に合わせ3月23日をもって、「JAとうか
つ中央流山支店敷地内事務所」から、市役所第1庁舎3
階に移転します。
　問西平井・鰭ヶ崎地区区画整理事務所
☎7157－6100

　都市計画道路3・1・1号東京第2外郭環状流山線等の変更および、つくばエクスプレス沿線整備
区域内の運動公園周辺地区の用途地域などの変更を予定しており、地域ごとに説明会を開催します。
　問都市計画課☎7150－6087

都市計画道路3・1・1号線および
用途地域などの変更の説明会

　4月1日から市内6駅（流山・平和台・鰭ヶ崎・運河・江戸川台・初石）の自転車駐車
場の一時利用可能エリアを拡大します。一時利用の際に必要な利用券は、各現地受
付所で販売しています。なお、市内各出張所および市役所安心安全課での取り扱い
は中止になります。
※ これまでに購入した一時利用券は引き続

きご使用になれます。一時利用可能な駐車
場については、問い合わせを。駐車場が満
車の場合には、一時利用をお断りする場合
がありますのでご了承ください

　問大新東ヒューマンサービス㈱☎043－
275－4147

　新第2庁舎完成に伴い、市役所の一部の課が移動にな
ります。新たな場所での業務は3月23日から行いますが、
場所等については、受付で確認をお願いします。なお、
4月からの組織改編と合わせ、詳細については広報なが
れやま4月1日号でお知らせします。
　問行政改革推進課☎7150－6078

新第2庁舎完成に伴う事務室の移動

　地域包括支援センターでは、高齢者や地域の皆さんが
いつまでも元気で暮らしていくために、地域活動をとお
してのネットワークづくりに力を入れているほか、地域
の皆さんや保健・医療・福祉などの関係者と一緒に地域
ネットワークづくりのための活動も行っています。
　地域活動のひとつとして、地区社協や自治会などの協
力を得て、次のようなテーマの講座を行っています。「簡
単にできる体操による転倒予防教室」「認知症になりにく
い日常生活」「お口の体操を学び快適な食生活を」「自立
した生活を送るために」「介護保険制度について」―など。
　また、各センターでは、介護予防教室や認知症サポー
ター講座、認知症家族介護者のつどいなどの事業を行っ
ています。詳しくはお住まいの地域のセンターまでお問
い合わせください。
　問介護支援課☎7150－6531

センター名称 担当地域 連絡先
北部地域包括支援センター 東深井・北部中学校区 ☎7155－5366
中部地域包括支援センター 常盤松・西初石中学校区 ☎7150－2953
東部地域包括支援センター 八木・東部中学校区 ☎7148－5665
南部地域包括支援センター 南部・南流山中学校区 ☎7159－9981

地域包括支援センター
地域での活動をとおしてネットワーク
づくり

知って
納得

　国民健康保険および後期高齢者（長寿）医療
の平成22年度分「あんま、マッサージ、指圧、
はり及びきゅう施設利用助成券」と「人間ドッ
ク助成」の申請を今月16日から受け付けます。
●あんま、マッサージ、指圧、はり及びきゅ
う施設利用助成券
　▷対象＝60歳以上75歳未満の国民健康保
険加入者、または後期高齢者（長寿）医療制度
加入者　▷助成金額＝利用券1枚500円　▷
利用できる施術所＝市内指定施術所
●人間ドック助成
　▷対象＝国民健康保険に1年以上連続して
加入している35歳以上75歳未満の方、また
は後期高齢者（長寿）医療制度加入者　▷自己

負担額＝12,600円　▷検査医療機関＝市指定
医療機関

【申請方法】3月16日から、国保加入者は国
保年金課で、後期高齢者（長寿）医療制度に
該当する方は高齢者生きがい推進課で申請を
受け付け。また、各出張所でも受け付け（電
話申込は不可）。助成券は、後日郵送。なお、
保険料の滞納がある場合、助成は受けられま
せん。※人間ドックを受診した方は、特定健
康診査、健康診査は受診できません。指定施
術所・医療機関はホームページをご覧になる
か、問い合わせを
　問国保年金課☎7150－6077 ／高齢者生き
がい推進課☎7150－6080

国民健康保険　後期高齢者（長寿）医療　人間ドック助成券　あんま助成券
明日16日から受け付け開始

　4月1日から流山おおたかの森駅北第2自転車駐車場が開設されます。利用を希望さ
れる方は、お早めに申し込みを行ってください。
　受付開始：3月23日㈫から（日曜、祝日を除く）6時30分～20時
　受付場所：流山おおたかの森駅北自転車駐車場内管理室
※ 申し込みは先着順、1人1台（満車になり次第、終了）。料金は申し込みの際、支払い。

生活保護世帯、身体障害者手帳
保持者等は利用料金が免除にな
りますので、受給証明書または
手帳を提示してください

　問流山おおたかの森駅北自転車
駐車場☎7156－0929

一
時
利
用
の
エ
リ
ア
が
拡
大

市
内
６
駅
の
自
転
車
駐
車
場

流
山
お
お
た
か
の
森
駅
に
新
設

3
月
23
日
か
ら
先
着
受
付

現地受付所営業時間
平日（月〜金） 6時〜 20時
土曜 6時30分〜11時
定休日：日曜・祝日、年末年始（12月29日〜1月3日）

一時利用料金
1回券 回数券（12枚綴り）

自転車 100円 1,000円
原動機付自転車 200円 2,000円

利用料金

車種 区分 定期利用 収容
台数１カ月 ３カ月 ６カ月

自転車
一般 1,500円 4,200円 8,100円

510台
学生 1,300円 3,600円 6,900円

バイク 50㏄以下 2,600円 7,400円 13,900円 36台
※学生料金の適用は高校生以下のみ（受付時学生証を提示）

自転車駐車場のお知らせ

主要地方
道守谷

･流山
線

３・
４・
９号
線

運動公園周辺
地区土地区画
整理事業区域

新市街地地区
土地区画整理事業区域

流山

平和台

南流山

鰭ヶ崎

流山セントラルパーク

豊四季

流山おおたかの森

初石

３・４・５
号線

県道柏･流山線

主
要
地
方
道
松
戸･

野
田
線

松
戸
野
田
バ
イ
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ス

市役所

東
武
野
田
線

流山IC

常
磐
自
動
車
道

ＪＲ武蔵野

線

県
道
白
井
･流
山
線

ＪＲ
常磐
線

国道
６号

流
鉄
流
山
線

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

大畔、上新宿、北小屋、
三郷、南の各自治会地域

不二団地、前ヶ崎、前ヶ崎南部の
各自治会地域および
松戸市幸田、東平賀、平賀地域

３・１・１
号
線

３・１・１
号
線

松戸市

凡例
変更する区域
廃止する区域

都市計画道路3・1・1号線の変更に係る説明会
地域 日時 会場

大畔、上新宿、北
小屋、三郷、南の
各自治会地域

3月22日（振）
10時〜
3月25日㈭
19時〜

生涯学習センター
大ホール

不二団地、前ヶ
崎、前ヶ崎南部の
各自治会地域およ
び松戸市幸田、東
平賀、平賀地域

3月27日㈯
15時〜
3月30日㈫
19時〜

東部公民館
講義室

新市街地地区土地
区画整理事業区域

3月24日㈬
19時〜

生涯学習センター
大ホール

4月3日㈯
10時〜

初石公民館
ホール

都市計画道路3・1・1号線の変更、用途地
域等および地区計画の変更の説明会

地域 日時 会場

運動公園周辺地区
土地区画整理事業
区域

3月22日（振）
15時〜
3月23日㈫
19時〜

生涯学習センター
大ホール

市域全体

4月1日㈭
19時〜
4月3日㈯
15時〜

初石公民館
ホール

※�説明会は、都市計画の変更に係るものです。土地
区画整理事業の説明ではありませんので、ご注意
ください
※�各会場は、駐車場の台数に限りがありますので、
ご来場の際は、公共交通機関などのご利用をお願
いします
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　このコーナーに掲載を希望する方は、掲載申込書（一部の市内公共施設備え付け、
市ホームページからのダウンロードも可）に必要事項を明記の上、秘書広報課に提出
してください。なお、イベント掲載希望者は、掲載希望号の1カ月前までに提出を。
　問秘書広報課☎７１５０－６０６３

　江戸川八十八ヶ所を歩く（旧流山地区
9カ所）＝3月20日㈯9時～12時30分、
南流山駅集合。参加費無料（コース図
10円）問中村☎7154－1362
　DANCE BOX CONCERT 8th 
HEART BEAT 2010＝3月21日㈷①
13時30分～②18時～、柏市民文化会
館。入場料無料問山崎☎080－5478－
0871
　流山愛蘭会＝3月21日㈷10時～16
時、西平井自治会館。入場料無料問吉
田☎7158－0349
　日本春蘭展示会（春蘭友の会主催）＝
3月22日（振）10時～17時、東谷自治
会館。 入場料無料 問 秋葉☎7158－
2769
　ベビーマッサージとアロマセラピー

（全4回）（ベビーサークル主催）＝3月
23日㈫～30日㈫の間の4日間10時～

12時、文化会館。参加費4,800円 問

登☎090－6173－1240
　ラウンドダンス無料体験説明会（流山
RDC主 催 ）＝3月25日 ㈭9時30分 ～
12時、南流山センター問小泉☎7155
－1607
　名曲喫茶コーナー＝3月25日㈭14時
～16時、福祉作業所カフェ南天。入場
料無料問豊嶋☎7152－2559
　ベビーマッサージと赤ちゃんのお肌講
座（nana-iro主催）＝3月29日㈪13時～
14時30分、生涯学習センター。参加
費3,000円問和田☎7179－5177
　無料体験コーラス（エーデルワイス・
コーア主催）＝3月30日、4月6日・13日・
20日の火曜10時～12時、赤城福祉会
館問木髙☎7159－1438
　スクエアダンス無料体験講習会（流山
スクエアダンスクラブ主催）＝4月10日・
17日の土曜13時30分～15時、南流
山センター問高野☎7154－2820

イ ベ ン ト

つばさ学園臨時職員募集
　▷勤務場所＝つばさ学園（駒木台）　
▷勤務内容＝障害児の指導　▷応募要
件＝40才以下の有資格者　▷雇用期
間＝ 4月1日～翌年3月31日　▷勤務
時間＝8時30分～17時　▷勤務日＝月
～金曜（土・日曜、祝日、長期休園を除く）
▷時間給＝1,020円（交通費別途、手当、
社会保険有り）　申履歴書を〠270－
0113流山市駒木台221－3つばさ学
園へ　※書類選考の上、面接日時を通知
　問つばさ学園☎7154－4822

 　縦覧
★リサイクルプラザ･プラザ館の
再生自転車の販売
　▷応募期間＝3月15日㈪～29日㈪

（22日は除く）　▷受付時間＝9時～17
時　▷応募資格＝市内在住・在勤･在学
の方※1世帯1点、過去1年間の当選世
帯は除く▷応募方法＝応募期間中にリサ
イクルプラザ・プラザ館に展示されてい
る自転車のうち、希望する自転車を申
し込み用紙に記入し、直接プラザ館窓
口へ（多数抽選。結果は当選者のみに
通知）　▷引き渡し＝自転車は現金と引
き換えで、運搬などは各自で
　問リサイクル推進課☎7157―8250
★文書配布について
　3月17日㈬付けで、自治会などを通
じて配布する配布文書は次のとおり。
　▷回覧文書＝男女共同参画情報誌、
教育広報「真心」など　▷全戸配布＝ご
み収集曜日カレンダー※各出張所およ
び公民館でも閲覧可
　問コミュニティ課☎7150－6076
★一茶双樹記念館「卯月の茶会」
　風情ある日本庭園を眺めながら、本
格的な茶席をお楽しみください。
　日4月18日㈰10時～15時　所一茶
双樹記念館　内一茶庵裏千家・西島宗

江、双樹亭江戸千家・高橋宗香の二席
費2,000円（二席）　申一茶双樹記念館
で事前にお茶券を販売
　問生涯学習課☎7150－6106
うんがいい！朝市
　日3月27日㈯8時～10時30分　所

運河水辺公園　内野菜、海産物、ふるさ
と産品、姉妹友好都市の特産品などの
販売※駐車場はありません
　問商工課☎7150－6085 ／利根運
河交流館内ＮＰＯ法人コミュネット流山
☎7153－8555
南流山駅前朝市
　日3月27日㈯9時～11時　所南流
山駅南口広場　内野菜などの販売※駐
車場はありません
　問商工課☎7150－6085
八木南コミュニティ地区講座合同
発表会（八木南コミュニティ地区運営
連絡会議主催）
　日3月28日㈰9時30分～15時30
分　所千葉県立特別支援学校流山高等
学園　内八木南地区で活動するグルー
プによる発表会（舞踊、書道、民謡、油
絵、カラオケなど）　費無料
　問コミュニティ課☎7150－6076
森のコンサート～大正琴で春の調べ
　日4月10日㈯12時30分～　所初石
公民館野外特設ステージ西初石ふれあ
いの森　▷出演団体＝好音会、メイプ
ル　費無料　申当日直接会場へ
　問初石公民館☎7154－9101

その他

子育て 4月のポリオ予防接種
受付時間：13時15分～14時15分（接種開
始は13時30分から）
対象：生後3カ月～7歳6カ月未満児
申し込み：母子手帳、予診票を持参のうえ、当日会場へ
※ 体調が悪い場合は接種を受けられないことがあります。会場へはなるべく公共

交通機関をご利用ください
　問保健センター☎7154-0331

会場 4月の実施日
保健センター 5日㈪・13日㈫・15日㈭

文化会館 8日㈭
南流山センター 9日㈮・14日㈬

東部公民館 12日㈪

　平成17年に児童虐待防止法の改正により、児童相談所のほかに市も児童虐待を
含めた児童相談の窓口になっています。
　核家族化、家族の孤立・弱体化が進む中で児童虐待は多数発生しています。虐
待の発見が遅れ子どもが死に至る場合もあります。早期発見、早期対応により重
大な事態を未然に防ぐことができます。児童虐待防止には、地域の見守り、周囲
の支えが大切です。気になる子どもや家庭があるときはご連絡ください。
　また、子育てに悩んでいる方は一人で悩まずに、まずは相談を。

虐待ではと感じたら
子ども家庭課☎7150-6082
家庭児童相談室☎7158-4144
柏児童相談所☎7131-7175

子育てに悩んだら 家庭児童相談室☎7158-4144
子育て支援センターゆうゆう☎7144-7926

流山子ども専用いじめホットライン ☎7150-8055

子育て 児童虐待の防止にご協力を
守ろうよ　未来を見つめる　小さなひとみ

選挙人名簿の登録者数
　公職選挙法に基づく3月1日現在の、
選挙人名簿の登録者数は、132,062人

（前回比388人増）です。男女別では、
男65,413人、女66,649人となってい
ます。この選挙人名簿の登録は、正確
な有権者数を把握するため、年4回行っ
ているものです。
　問市選挙管理委員会事務局☎7150
―6100

さんは「もう歳だから、仕方
がない…」と健康づくりを開始する前から諦めていませんか？もし、そうだとしま
すと、それは大変皆さんの人生において大きな損失になっていることを知ってい
ただきたいと思います。近年、「生涯発達」という概念が科学的根拠の積み重ねに
よって認められています。基本的に人間は、誕生から青年期までは発達し、その
後加齢により老化していくという大枠は決まっています。しかしながら、最近の
科学では、我々の幾つかの機能は、一生涯発達しつづけられる能力を持っている
ことが証明されました。この連載を通じて皆さんに示してきました「寝たきりにな
らないための体力」も有力なその一つです。それゆえ、生涯発達が可能である能
力を如何にうまく高めたり、維持していったりするのかが、これからの超高齢社
会において重要となるわけです。もう一つ重要なことは、この生涯発達を達成す
るためには欠かせない条件が二つあることが明らかにされています。一つは、皆
さんが変わろうとする「意欲」を持っていただくこと、もう一つは、意欲を持った
市民の皆さんが容易に開始でき、続けていくためのコミュニティといった環境の
整備です。そういった意味では、現在流山市で展開されている「ヘルスアップ教
室」は、市がその環境を用意しているといえるでしょう。これまでの連載で示し
てきましたように、なかなか一人で健康づくりを持続することは困難です。指導
者と仲間がいることが、健康づくりを支えるコミュニティとしての条件であること
が我々の研究で確認されています。ですので、より多くの市民の皆さんに、市の
ヘルスアップ教室に参加いただき、生涯発達を達成して欲しいと思います。
　問国保年金課☎7150−6077

もう歳だからといって
あきらめていませんか？

日本一の

目指しませんか
筑波大学大学院
人間総合科学研究科准教授 久野譜也
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親子消防体験学習
　▷日時＝3月22日（振）10時～12時　※
雨天・災害発生時は中止　▷場所＝東
消防署　▷対象＝幼児・小学生と保護
者　▷定員＝20組（先着順）　▷内容＝
放水訓練等のデモ体験、車両展示等　
▷参加費＝無料　▷持ち物＝タオル・
カメラ・運動靴　▷申し込み＝電話で
東消防署へ
　問東消防署☎7146－0119

南流山センターのすくすくひろば
　南流山センターでは、おしゃべりと
遊びなど子育て中の方の交流の場を4
月から開設します。
　▷日時＝4月13日㈫10時～11時30分
※以降、月1回開催予定　▷場所＝南
流山センター　▷対象＝3歳くらいま
での乳幼児と保護者　▷参加費＝無料
　▷申し込み＝当日直接会場へ
　問南流山センター☎7159-4511

児童センターの
レッツ健康アップ体操
　バランススティックを用いて、バラ
ンス能力や身体能力を養います。運動
が好きな子、苦手な子、誰でも楽しく
参加できる体操教室です。

会場 日時
駒木台児童館
☎7154-4821

3月26日㈮
10時～11時30分

赤城児童センター
☎7158-4545

3月26日㈮
13時30分～15時

野々下児童センター
☎7145-9500

3月29日㈪
10時～11時30分

向小金児童センター
☎7173-9320

3月29日㈪
13時30分～15時

　▷対象＝小学1 ～6年生　▷定員＝
各25人　▷参加費＝無料　▷持ち物＝
タオル、水筒、着替え　▷講師＝健康
運動指導士・高山英子さん　▷申し込
み＝電話または直接、各児童館・児童
センターへ

子ども向けイベント求人



★藤島博文・大千画伯の親子講演
会「日本画　美しき生命の輝き」
　公民館では、日本画家の重鎮・藤島
博文画伯と藤島大千画伯の日本画講演
会を開催します。
　日4月6日㈫13時30分から　所文化
会館　費無料　申当日直接会場へ
　問文化会館☎7158－3462

【関連企画「日本画界の巨匠と現代
日本画の旗手による親子展～藤島博
文・大千展」】　日3月31日～4月11
日　所生涯学習センター
　問生涯学習センター☎7150－7474
★ボランティア養成「点訳講座」
　将来点訳ボランティアを目指す方々
を対象にした、初歩から簡単な文章の
点訳までの講座です。
　日4月7日から1年間（水曜、全36回）
13時30分～15時30分　所身体障害
者福祉センター　対初めて点訳を習う
方　定10人（先着順）　講点字技能士・
飯田三つ男さん　費1,500円程度　申

3月31日までに、電話かファクスで同
センターへ
　問身体障害者福祉センター
☎7155－3638 FAX7153－3437
★国民読書年記念「ふるさとの本
でふるさと発見講座」
　公民館では、ふるさとを再発見して
いただくための10回シリーズの講座を
開催します。流山で40年の歴史を持
つ地方出版の雄・崙書房との協働で、
ふるさとの郷土史などを研究し執筆さ
れた方々を講師にお招きします。
　日4月13日～10月12日の火曜10
時～12時　所文化会館　定50人（先
着順）　費無料（一部資料代負担あり）
申電話で文化会館へ
　問文化会館☎7158－3462
★リサイクルプラザの講座
①牛乳パックと和紙で鉢カバーづくり
　日4月21日㈬13時～15時　定10人

（多数抽選）　費200円（材料代）　持牛
乳パック1本、ハサミ、ボールペン、ボ
ンド、ものさし
②不用布で携帯ストラップづくり

　日4月23日㈮13時～16時　定10人
（多数抽選）　費200円（材料代）　持不
用布、ボビン、ミシン糸、裁縫道具
③ケロクル★クラブ・母の日に贈る布
コサージュづくり
　日4月24日㈯10時～15時　対小学
4年生～中学生　定10人（多数抽選）　
費100円（材料代）　持不用布、布切り
ハサミ、裁縫道具、お弁当、ボンド
　申往復ハガキ（１枚につき１講座）に開
催日、講座名、住所、氏名、電話番号、
返信用に宛名を明記の上、3月31日（必
着）までに、〠270－0174流山市下
花輪191リサイクル推進課へ
　問リサイクル推進課☎7157－8250
★平成22年度身体障害者福祉セ
ンターの各種講座
　今年4月から1年間の講座です。
①機能回復訓練（作業療法・理学療法）

【全24回】日北部地区第2・4木曜、
南部地区第2・4金曜ともに10時～
15時　②音楽講座（音楽療法）【全
24回】日第１・３木曜13時～15時
③言語訓練講座【全12回】日第4火曜
14時～16時　④手芸講座【全24回】
日第1・3火曜10時～15時※材料代
1,000円程度　⑤カラオケ講座【全
24回】日第１・３月曜10時～12時
⑥中途失明者の点字講座【40回】日水
曜※時間は応相談
　所身体障害者福祉センター　対市内
在住の身体障害者手帳をお持ちの方　
定①～③⑤各15人④20人⑥5人　費

無料※講座によって教材費自己負担　
申3月27日までに電話かファクスで身
体障害者福祉センターへ※①～④は送
迎あり（停留所要相談）
　問身体障害者福祉センター
☎7155－3638 FAX7153－3437
癒しの苔玉と草花盆栽
　日4月から第3火曜13時～16時　所

コミュニティプラザ　定10人（先着順）
講なづかりオーガニックファーム主宰・
笠原悦子さん　費材料費1回4,000円

（参加月選択方式）※詳細は問い合わせを
　問コミュニティプラザ☎7155－5701
　展示

★老人福祉センター講座作品展
　日3月18日㈭～21日㈷9時～16時
30分（18日は13時から、21日は15

時まで）　所初石公民館　内水墨画、
手芸、盆栽、陶芸の作品展示
　問老人福祉センター☎7152－2373
第24回　流山市書道・硬筆展（流
山市書人協会主催）
　日3月24日㈬～28日㈰9時30分～
17時※28日は15時まで、同日13時
から授賞式あり　所生涯学習センター
費無料
　問生涯学習課☎7150－6106

　募集
★普通救命講習会のボランティア
指導員を募集
　▷応募資格＝応急手当指導員または
応急手当普及員資格者　▷募集受付＝
3月15日から電話で消防防災課へ
　問消防防災課☎7158－0151

　求人
★下水道事業運営審議会
　日3月17日㈬14時から　所市役所
内公共下水道事業の現況について
　問下水道業務課☎7150－6096
★市民参加条例第5回検討委員会
　日3月20日㈯18時30分～21時　
所市民活動推進センター　内市民参加
条例の策定について
　問コミュニティ課☎7150－6076
★生涯学習審議会
　日3月26日㈮14時から　所市役所
内流山市生涯学習推進基本構想の改定
について
　問生涯学習課☎7150－6106

　その他
★松ケ丘地区地区計画の案の縦覧
　▷縦覧期間＝3月29日㈪～4月12日
㈪（土・日曜は除く）　▷縦覧時間＝8時
30分～17時15分　▷縦覧場所＝都市
計画課　▷意見書の提出期間＝3月29
日～4月12日（土・日曜は除く、郵送の
場合は消印有効）
　問都市計画課☎7150－6087
全県域汚水適正処理構想の縦覧
　▷縦覧期間＝3月16日㈫～29日㈪

（土・日曜、祝日は除く）　▷縦覧時間＝
8時30分～17時15分　▷縦覧場所＝
市下水道建設課　▷意見書の提出期間
＝3月16日～30日（土・日曜、祝日は除く）
　問下水道建設課☎7150－6097

お 知 ら せ 日＝日時　所＝会場・場所　講＝講師　内＝内容　対＝対象　定＝定員　費＝費用
受＝受付期間　持＝持ち物　申＝申込先・申込方法　問＝問い合わせ　★は市主催のもの

インフォメーション 第1206号　平成22年3月15日㈪7

講座・講演

募集

講座名 期日 時間 費用

①楽しい墨彩画 4月6日～9月21日
（第1・3火曜）

9時45分～
11時45分 11,000円（全11回）

②ハングル講座
　初級１

4月12日～7月12日
（毎週月曜）

⑴10時～11時30分
⑵19時～20時30分

13,000円（全13回・
教材費別途）

③英会話　ビジネス（全10回）・ネイティヴ土曜（全8回）・ネイティヴ火曜（全10回）
　各12,000円（テキスト代含む）　各90分　※4月から
④書道　4月4日～9月19日（第1・3日曜）
　A：楽しい書道（臨書～創作まで）　16,200円（全12回）
　B：仮名（古典仮名～実用書まで）　15,000円（全12回）
⑤やさしい株式入門講座～株式投資の基本とチャートの修得～
　4月7日㈬～6月2日㈬10時～12時　4,000円（全8回）

⑥アロマセラピー 4月14日～9月8日
（第2水曜）

⑴14時～15時30分
⑵19時～20時30分

15,000円（全6回・材
料費込み）

⑦ 楽しい ビーズス
テッチ・ネックレス 4月14日㈬ ⑴10時～12時

⑵13時30分～15時30分
参加費：1,200円

（材料費別途2,600円）

　申 問生涯学習センター☎7150－7474

生涯学習センターの講座など

市民対象の文化会館パソコン教室

講座名 期日 時間 定員
（先着順） 内容

①ワード初級講座
　(全2回)

4月19日㈪
･20日㈫

13時30分～
16時30分

20人

ワードの基本操作と簡単な
文書作成

②パソコン入門講座
　(全3回)

4月20日㈫･21日
㈬･22日㈭ 10時～12時 電源の入れ方から文字入

力･インターネットまで

③個別対応によるパ
ソコン教室(全2回)

4月22日㈭
･23日㈮

13時30分～
16時30分 18人

⑴ワード⑵エクセル⑶メー
ル･インターネット⑷デジ
カメ編集のうち１つ選択

【費用(テキスト代)】①②2,000円 ③2,500円　【申し込み】3月28日までに電話かファクス
（講座名､ 住所､ 氏名､ 年齢､ ファクス番号を明記）で文化会館へ。（③は覚えたい内容

⑴～⑷を一つ選択）※OSはXPを使用（ビスタ･セブンではありません）
　問文化会館☎7158－3462 FAX7158－3442

項目 若葉台 西初石 東初石 青田

①騒音 時間 0 6 2 0

②NO2 日 1（0） 10（0）3（0） 5（0）

③SPM 有無 無 無 無 無

④日平均
　交通量

上り 下り 合計

43,101台 43,306台 86,407台

①昼60デシベル・朝夕55デシベル・夜50デシベルの
協定値を超えた時間
②連続した3カ月間に日平均値が0.04ppmを超えた日
数(0.06ppmを超えた日数)
③日平均値が0.10㎎／㎥を超えた日が2日以上連続し
たことの有無
　問環境政策課☎7150－6083

項目 法・条例に
よる規制値

保証
数値 測定数値

大
気
質

排
出
ガ
ス

硫黄酸化物
（ppm） — 10以下 1月 1未満

窒素酸化物
（ppm） 250以下 30以下 1月 15

塩化水素
（ppm） 430以下 10以下 1月 2未満

ばいじん
（㎎ /㎥ N） 80以下 5以下 1月 1未満

水銀
（㎎ /㎥ N） — 0.03以下 1月 0.005未満

ダイオキシン類
（ng－TEQ/㎥ N） 1以下 0.01以下 12月 0.0020

※ダイオキシン類の測定は１カ月間連続してサンプリングし、検査
に約２カ月を要することから結果の公表が遅れます
　問リサイクル推進課☎7157－8250

常
磐
自
動
車
道
（
平
成
22
年
１
月
）

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
気
質
（
平
成
21
年
12
月
・
22
年
１
月
）

環
境
測
定
結
果

第263回サロンコンサート　
▶日時＝3月26日㈮12時15分から
▶場所＝市役所１階ロビー
▶テーマ＝バロック音楽〜バッハ、ヘンデル、
ヴィヴァルディ
▶曲目＝平均律第1巻3番プレリュード／
バッハ、グローリア　ニ長調「神なる主、天
の王者」／ヴィヴァルディ、コラール・プレ
リュード「目覚めよ、と呼ぶ声がする」／バッ
ハ、「心が躍る」／ヘンデル
▶出演＝ソプラノ：伊津野志保、オーボエ：
橘秀樹、ピアノ：仲秋由佳
▶問い合わせ＝流山市音楽家協会・里舘
☎7153－4085

友好都市岩手県北上市の物産品特売企画を行います。日時：3月18日㈭〜23日㈫10時〜19時
30分　場所：アンテナショップ江戸川台　問アンテナショップ江戸川台☎7151-0450北上のおいしさを体験しよう！アンテナショップで特売セール

会議（傍聴可）

縦覧

展示



掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします。
本紙掲載の募集記事などにかかる応募者の個人データについては、当該目的以外では使用しません。

古紙100％再生紙、大豆油インク使用

平成22年
No.1206
毎月1日・15日発行

三
月
作
品

原
稿
は
直
接
選
者
へ
お
送
り
く

だ
さ
い
。

　
※
必
ず
住
所
・
氏
名（
フ
リ

ガ
ナ
）を
明
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だ
さ
い

水
見
壽
男
　
選
（
流
山
市
東
深
井
８
６
５
―
１
１
１
）

小
林
稔
　
選（
流
山
市
江
戸
川
台
西
４
―
１
０
９
宮
田
方
）

【
評
】
一
句
目
　
冬
の
日
を
日
光
浴
し
て
い
る
姿
で
あ
る
。
談
笑
し
な
が
ら
の
日
向
ぼ
こ
り
も
あ
る
が
、

無
口
と
は
こ
こ
ろ
内
を
通
過
す
る
諸
も
ろ
に
思
い
を
寄
せ
て
い
る
姿
で
も
あ
る
。
二
句
目
　
三
句
目
　
二

つ
と
も
写
生
句
な
が
ら
二
句
目
に
は
写
生
の
切
れ
が
あ
り
、
三
句
目
に
は
年
輪
の
裏
打
ち
が
あ
る
。
飛
行

機
雲
の
純
白
が
青
空
を
切
裂
き
、
小
鳥
来
る
の
句
に
は
前
句
に
は
な
い
写
生
句
の
平
明
の
奥
行
き
が
あ
る
。

俳
句
が
詩
で
あ
る
こ
と
の
所
以
。
四
句
目
　
省
略
を
効
か
せ
た
笑
い
の
世
界
に
俳
諧
の
味
付
け
を
試
み
た

句
柄
で
あ
る
。
笑
い
に
も
限
界
が
あ
る
と
詠
む
所
為
に
は
、
一
層
の
お
か
し
み
が
加
速
す
る
。
五
句
目
　

平
明
に
句
を
作
る
こ
と
に
難
度
が
倍
加
す
る
。
し
か
し
説
得
力
と
は
更
に
倍
加
す
る
も
の
で
あ
る
。
平
凡

に
老
い
る
こ
と
こ
そ
が
句
作
の
難
度
が
高
い
。

武
田
静
江
　
選
（
流
山
市
松
ケ
丘
４
―
５
０
５
―
90
）

【
評
】
中
澤
氏
　
作
者
の
求
道
的
な
生
活
姿
勢
が
祖
先
宗
拝
の
実
感
を
描
写
さ
れ
え
て
、
家
族
の
情
味
が
読
者

を
引
き
ず
っ
て
い
る
。
池
田
氏
　
友
を
悼
む
心
は
、
大
き
な
翳
り
を
受
け
と
め
な
が
ら
、
走
馬
灯
の
よ
う
に
、

微
笑
み
が
浮
ぶ
、
友
情
の
眼
差
し
は
深
い
。
三
句
寂
し
の
主
観
語
は
避
け
て
、
二
句
共
に
作
者
だ
け
の
言
葉

の
発
見
が
望
ま
し
い
。
磯
谷
氏
　
幸
福
の
木
に
仮
託
す
る
母
心
、
息
子
の
再
出
発
へ
の
期
待
へ
の
流
露
の
涙

ぐ
ま
し
さ
。
結
句
に
安
ら
ぎ
も
見
え
て
共
感
。
作
歌
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
何
を
（
主
語
）
ど
の
よ
う
に
（
述
語
）

詠
む
か
で
あ
る
。
ま
た
極
力
、
ル
ビ
を
振
ら
ず
に
言
葉
を
磨
く
よ
う
に
。〈
幸
福
の
木
は
再
び
の
花
芽
つ
け
息

子
は
再
出
発
の
元
気
も
ら
い
ぬ
〉
添
削
の
一
例
。

ひ
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に
無
口
で
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り
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向
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こ

冬
晴
や
一
直
線
の
飛
行
機
雲

小
鳥
来
る
街
道
沿
ひ
の
一
里
塚

我
慢
に
も
限
界
あ
り
ぬ
福
笑

平
凡
に
老
い
て
今
年
の
始
ま
り
ぬ
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こ
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亡
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の
法
事
を
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ま
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孫
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囲
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佳
き
日
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り
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り

友
逝
き
て
生
き
と
し
残
る
身
は
寂
し
思
い
め
ぐ
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あ
の
日
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笑
ま
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い
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こ
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も
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ぬ
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中
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き
ぬ
こ

	

前
ヶ
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池
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き
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松
ヶ
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磯
谷
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賀
子

早
春
の
詩
　
　
　
　
　
　	

西
初
石
　
　
浜
里
政
子

【評】春の気配に植物や小さな動物たちのざわめいている様子が
ユーモラスに描かれている。私たち人間も同様であり、擬人化し
て表現しているところに作者の春の訪れを待つ思いがこめられて
いる。すべての生き物は四季の循環に生かされている。高度な科
学文明が自然を破壊しないように阻止しなければならない。命の
触れ合いにこそ生きることの喜びを感じることができるのだ。

俳
句 市
民
文
芸

短
歌詩

目
が
覚
め
た
　
目
が
覚
め
た

黄
色
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の
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春
だ
　
春
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と
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だ
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よ
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む
た
い
よ

水
仙
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半
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で
　
ほ
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の
少
し
顔
を
出
す

胡
瓜
の
赤
ち
ゃ
ん
　
が
く
の
ふ
と
ん
に
　
く
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ま
っ
て

う
す
目
を
あ
け
て
　
春
を
待
つ

弱
虫
ね
　
真
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せ
て

わ
た
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し
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春
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白
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そ
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そ
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桜
の
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も
　
ふ
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ら
ん
で

春
は
そ
こ
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で
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よ

土
の
中
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這
い
出
し
た

み
ん
な
で
　
歌
お
う
　

春
よ
来
い

元
気
で
歌
お
う
　
春
の
歌

運河の桜をライトアップ
　流山市観光協会（坂巻儀一会長）では、桜の開花に合わ
せて、運河水辺公園内の一部の桜をライトアップします。
暗闇に浮かび上がる桜が運河の水面に映り、幻想的で美
しい姿が楽しめます。
　▷期間＝桜の開花状況により3月下旬〜4月上旬　▷時
間＝18時〜21時
　問商工課内流山市観光協会事務局☎7150－6085

うんがいい！花見
　市が利根運河交流館の運営を委託しているコミュネッ
ト流山では、利根運河通水120周年を記念して、各種模
擬店が出店する「うんがいい！花見」を開催します。
　▷日時＝4月3日㈯9時〜13時※雨天中止　▷場所＝運
河水辺公園　▷入場料＝無料
　問商工課☎7150－6085 ／ NPO法人コミュネット流
山☎7153－8555

運河桜まつり
　流山市商工会北部支部（鈴木利男支部長）では、恒例の
運河桜まつりを開催します。つきたて餅の販売や各種模
擬店の出店、よさこい踊りなどが披露されます。プロの
演歌歌手も参加する予定です。
　▷日時＝4月4日㈰10時〜15時※雨天中止　▷場所＝
運河水辺公園　▷入場料＝無料
　問流山市商工会北部支部・鈴木☎090－1422－4187

　野に山に春の色が濃くなってきました。あたたかな日差しのなか、身近な春を感じてみませんか。
今年も市内では、運河の桜を楽しむイベントやさまざまなテーマのウオーキングイベントなどが開催されます。

お花見ウオーキング

「向島百花園と隅田川
沿いを歩く」

　▷期日＝3月28日㈰※雨天中止　▷受付場
所＝ＴＸ流山セントラルパーク駅改札口前　
▷受付時間＝7時30分〜8時　▷コース＝流
山セントラルパーク駅〜（電車）〜東向島駅→
向島百花園→長命寺→隅田公園（約6㎞）※11
時到着解散予定　▷参加費＝無料※交通費、
入園料は自己負担　▷持ち物＝水筒、タオル、
帽子　▷申し込み＝当日直接受付場所へ
　問生涯学習課☎7150－6106

小林一茶をたどる
｢下総葛飾小金道」
ウオーキング

　小林一茶が訪れた古道小金道の足跡をたど
ります。馬橋(松戸市）から一茶双樹記念館ま
での約9.1㎞の行程を｢古道地図」を手に歩き
ます。参加記念品のプレゼントもあり。
　▷期日＝3月28日㈰　▷集合場所＝JR馬橋
駅西口ロータリー前　▷受付時間＝9時〜10
時▷参加費＝500円（古道地図、一茶双樹記念
館入館料を含む）　▷申し込み＝3月16日から
電話かファクス（住所、氏名、電話番号、年齢、
性別を明記）で一茶双樹記念館へ
　問一茶双樹記念館☎・FAX7150－5750

史跡めぐりウオーキング
（㈳流山市シルバー人材センター、平
和台・南流山・名都借福祉会館共催）

　▷期日＝4月6日㈫※雨天時は4月9日㈮に
順延　▷集合場所・時間＝ＪＲ我孫子駅北口
９時集合　▷対象／定員＝市民／25人（先着
順）　▷コース＝我孫子駅→布施弁天→あけ

ぼの山公園〜（バス）〜我孫子駅→志賀直哉邸
跡→白樺文学館　▷参加費＝1,000円（昼食、
観光、保険料など）　▷申し込み＝3月15日か
ら、直接、平和台・南流山・名都借福祉会館
のいずれか窓口へ
　問名都借福祉会館☎7144－5510

流山史跡ガイド
ウオーキング

　今年「世界保健デー」に合わせたイベントの
一つとして、ボランティアガイド「流山史跡
ガイドの会」の皆さんの解説で、市内の旧史
旧跡をめぐります。
　▷期日＝4月11日㈰　▷集合場所・時間＝
流鉄流山線鰭ヶ崎駅改札口9時30分集合　▷
コース＝鰭ヶ崎駅→東福寺→三本松古墳→延
命地蔵（耳だれ地蔵）→熊野神社(八木地名発
祥地) →野馬奉行綿貫家墓所→清瀧院（13時
現地解散予定） ※約9㎞　▷参加費＝無料　
▷対象／定員＝市民／30人（先着順）　▷申し
込み＝電話で文化会館へ
　問文化会館☎7158－3462

観光協会創立40周年記念

「利根運河自然体験
ウオーク」

　「野鳥コース」、「野草コース」の2コースに
分かれて、それぞれNPOさとやまの皆さん
が案内をしてくださいます。終了後、参加者
には温かい豚汁が用意されています。
　▷期日＝4月24日㈯※小雨決行　▷集合場
所・時間＝運河堤防自転車駐車場付近9時集
合　▷定員＝各コース50人（先着順）　▷参加
費＝500円（保険代等）　▷申し込み＝電話で
流山市観光協会事務局へ
　問商工課内流山市観光協会事務局☎7150－6085

流山に がきた

　▷日時＝3月21日㈷11時30分〜15時30分
▷場所＝流山おおたかの森駅南口都市広場
▷内容＝ガールズロックバンドライブ（Misty、プレア
デスマリー）、電動アシスト自転車試乗会など
　問マーケティング課☎7150－6308

おおたかの森SPRING2010




